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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第21期 第22期 第23期 第24期 第25期

決算年月 平成16年５月 平成17年５月 平成18年５月 平成19年５月 平成20年５月

売上高 (百万円) 84,206 94,539 103,285 113,647 127,817

経常利益 (百万円) 3,845 4,356 4,704 6,813 7,860

当期純利益 (百万円) 1,931 2,279 2,486 3,679 4,260

持分法を適用した場合の投

資利益
(百万円) － － － － －

資本金 (百万円) 1,305 1,305 1,305 1,305 1,305

発行済株式総数 (株) 5,548,557 5,548,557 11,097,114 22,194,228 22,194,228

純資産額 (百万円) 11,212 13,163 15,323 18,691 22,390

総資産額 (百万円) 25,483 29,316 33,127 40,413 46,162

１株当たり純資産額 (円) 2,012.08 2,362.73 1,380.84 842.16 1,008.86

１株当たり配当額

(うち１株当たり中間配当

額)

(円)
50.00

(－)

50.00

(－)

28.00

(－)

25.00

(－)

32.00

(－)　

１株当たり当期純利益 (円) 418.44 401.06 224.03 165.80 191.96

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 44.0 44.9 46.3 46.2 48.5

自己資本利益率 (％) 21.0 18.7 17.5 21.6 20.7

株価収益率 (倍) 10.8 14.5 15.8 13.0 11.7

配当性向 (％) 11.9 12.5 12.5 15.1 16.7

営業活動によるキャッシュ

・フロー
(百万円) 2,676 3,608 3,468 6,525 5,508

投資活動によるキャッシュ

・フロー
(百万円) △3,459 △2,146 △1,658 △2,654 △3,955

財務活動によるキャッシュ

・フロー
(百万円) 716 △341 △322 △354 △601

現金及び現金同等物の期末

残高
(百万円) 4,180 5,300 6,788 10,304 11,255

従業員数

(外、臨時雇用者数)
(人)

864

(907)

1,005

(903)

1,095

(1,011)

1,180

(1,088)

1,334

(1,276)

　（注）１．当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
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　　　　３．平成17年７月20日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

　　　　４．平成18年６月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

　　　　５．第21期の１株当たり配当額には、株式公開記念配当15円を含んでおります。

　　　　６．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

７．第21期の従業員数（外、臨時雇用者数）は、パートタイマーの１日８時間換算による期末人数を、第22期以降

については期中平均人数をそれぞれ外数で記載しております。
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２【沿革】

　年月 事業内容

昭和58年５月 神奈川県横浜市緑区（現：青葉区）桜台に「有限会社みどりドラッグストア」を設立。

平成２年10月 株式会社に組織変更、同時に「株式会社クリエイトエス・ディー」に社名変更。

平成３年12月 神奈川県横浜市緑区（現：青葉区）荏田西一丁目に本社を移転。

平成７年７月 東京都町田市木曽町に境川店（19号店）を開店、東京都下への初出店。

平成７年７月 神奈川県藤沢市に物流センターを開設し業務を委託。

平成８年９月 物流センターを神奈川県横浜市瀬谷区本町に移転。

平成10年２月 初の調剤専門薬局を神奈川県川崎市高津区千年に開設。

平成10年５月 調剤薬局の経営を目的とした100％子会社株式会社エスディーメディカ設立。

平成11年１月 平成10年９月開店のつくし野店（東京都町田市）に調剤薬局を併設。

平成11年６月 株式会社クリエイトエス・ディー（形式上の存続会社）と合併。

平成11年11月 有限会社つくし野薬局とフランチャイズ契約締結（フランチャイズ形式により１店舗出店）。

平成12年６月 子会社株式会社エスディーメディカを吸収合併。

平成12年８月 神奈川県愛甲郡愛川町に物流センターを移転。

平成14年３月 静岡県裾野市茶畑に裾野茶畑店（100号店）を開店、静岡県への初出店。

平成15年10月 埼玉県新座市栗原に新座栗原店（135号店）を開店、埼玉県への初出店。

平成16年２月 日本証券業協会に株式を店頭登録。

平成16年４月 千葉県木更津市朝日に木更津朝日店（151号店）を開店、千葉県への初出店。

平成16年11月 プライベートブランド商品の製造企画のために100％子会社の株式会社エスタを設立。

平成16年12月 日本証券業協会への店頭登録を解消し、ジャスダック証券取引所に株式を上場。

平成17年３月 無店舗販売「楽天市場店」開設。

平成17年12月 ジャスダック証券取引所への上場を解消し、東京証券取引所市場第２部に株式を上場。

平成18年12月 障害者雇用を通じ社会貢献を目的とする100％子会社株式会社クリエイトビギンを設立。

平成19年２月 群馬県高崎市飯塚に高崎飯塚店（214号店）を開店、群馬県への初出店。

平成19年５月 東京証券取引所市場第１部銘柄に指定される。

平成19年９月 茨城県鉾田市新鉾田西に茨城鉾田店（243号店）を開店、茨城県への初出店。

平成20年５月 無店舗販売「楽天市場店」閉店。

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

 4/63



３【事業の内容】

　当社グループは当社（株式会社クリエイトエス・ディー）及び子会社２社により構成されており、医薬品、化粧品等

の小売販売を主たる業務としております。

　当社グループの事業内容及び当社と関係会社との当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

小売販売業　　　　：　主な取扱商品は医薬品、化粧品、食料品（加工品、日配品）、日用雑貨品等であり当社が担

当しております。

製造企画、販売業　：　当社が販売するプライベートブランド商品の製造企画を子会社（株式会社エスタ）が

担当しております。

〔事業系統図〕

　　以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

５【従業員の状況】

(1)提出会社の状況

　 平成20年５月31日現在

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

1,334

(1,276)
29.5 3.7 4,635,369

　（注）１．パートタイマー社員（１日８時間換算）は期中平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．当事業年度中において従業員数が154人増加したのは、店舗数の増加にともなう店舗要員及び本部要員増強

のためであります。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

  当事業年度におけるわが国経済は、輸出企業を中心とした設備投資に支えられ、緩やかな回復軌道をたどっておりま

したが、年度後半には、原油価格の高止まり、原材料価格の高騰及び米国発の金融市場の混乱などにより景気減速が懸

念されるようになってまいりました。個人消費につきましては、ガソリン価格及び原材料価格の高騰を背景としたメー

カー出荷価格の値上げ発表が相次いでおり、先行きの消費者物価の大幅上昇への不安が高まり、力強さを感じられずに

推移いたしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　当業界におきましては、消費者の根強い健康志向はあるものの、各社の積極的な出店、ＦＣ展開、事業統合等による業

容の拡大の動きは依然として続いており、厳しい環境が続いております。

　このような状況の中、当社は「地域に密着したドラッグストア」を実現するため、チラシ広告による集客に頼らず、ポ

イントカード会員を中心とした固定客づくりを一層進めるため、月６回のポイント２倍デーの訴求に努めた他、薬剤師

による「健康相談会」を59店舗に、管理栄養士による「栄養相談会」を39店舗にそれぞれ拡大してまいりました。ま

た、「極めて感じの良い応対推進部」を新設し、接客サービスの更なる向上に努めてまいりました。

　商品面では、高品質のプライベートブランド商品の開発、販売に継続して取り組むことにより消費者物価の上昇が懸

念される中、「品質と価値」を備えた商品を提供するなど、地域のお客様のご期待に添うべく努力をしてまいりまし

た。

　一方、地域社会とのふれあいを深めるために、第３回「クリエイトあるこう会」を湘南海岸で実施し、600人の参加を

得て、地域のお客様の交流・健康づくりの場を提供してまいりました。また、社会貢献活動の一環として一昨年よりは

じめました、「エコキャップ運動」の参加店舗を27店舗に拡大し、当年度は1,400人分のワクチン代相当分のキャップを

地域の皆様とともに集め、途上国の子供の病気予防活動に協力してまいりました。

　新規出店につきましては、ドラッグストア事業部門では従来の出店エリアに36店舗、新たに茨城県に４店舗の合計40

店舗出店いたしました。

　調剤薬局事業部門では、ドラッグストアへの併設の形で５店舗を開設いたしました。

　また、経営効率化の観点等からインターネット上に開設しておりました「楽天市場店」を閉鎖した他、スクラップア

ンドビルドによりドラッグストア１店舗を閉鎖いたしました。

　以上により、当期末の店舗数は直営ドラッグストア257店舗（うち調剤薬局併設19店舗）、ＦＣドラッグストア２店舗

（うち調剤薬局併設店１店舗）、直営調剤専門薬局９店舗の合計268店舗となりました。

　主要な品目別売上高は、医薬品部門29,443百万円（前年同期比13.9％増）、化粧品部門23,433百万円（前年同期比

15.7％増）、食料品部門37,722百万円（前年同期比10.1％増）、日用雑貨品部門24,874百万円（前年同期比14.4％増）、そ

の他部門12,343百万円（前年同期比7.1％増）となりました。

　これらの結果、売上高は127,817百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益7,732百万円（前年同期比14.9％増）、経常利

益7,860百万円（前年同期比15.4％増）、当期純利益4,260百万円（前年同期比15.8％増）となり、７年連続して過去最高

益を更新いたしました。

(2)キャッシュ・フロー

当事業年度のキャッシュ・フローの状況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ951百万円増加し、当事業

年度末には11,255百万円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果得られた資金は5,508百万円（前期比1,016百万円減）となりました。これは税引前当期純利益7,805百

万円、仕入債務の増加による収入1,687百万円、たな卸資産の増加による支出1,661百万円及び法人税等の支払による支

出3,843百万円等の結果であります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は3,955百万円（前期比1,301百万円増）となりました。これは主に出店に伴う有形固定

資産の取得による支出2,325百万円、建設協力金の貸付けによる支出953百万円及び出店仮勘定の増加による支出633百

万円等の結果であります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果使用した資金は601百万円（前期比247百万円増）となりました。これは長期借入金の返済による支出

46百万円、配当金の支払554百万円の結果であります。
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２【仕入及び販売の状況】

(1）品目別仕入実績

　当事業年度の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当事業年度

（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

前期比（％）

医薬品（百万円） 18,566 112.4

化粧品（百万円） 16,628 112.0

食料品（百万円） 31,736 110.1

日用雑貨品（百万円） 19,543 114.6

その他（百万円） 9,842 107.7

合計（百万円） 96,317 111.5

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

①　品目別販売実績

　当事業年度の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当事業年度

（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

前期比（％）

医薬品（百万円） 29,443 113.9

化粧品（百万円） 23,433 115.7

食料品（百万円） 37,722 110.1

日用雑貨品（百万円） 24,874 114.4

その他（百万円） 12,343 107.1

合計（百万円） 127,817 112.5

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

②　地区別販売実績

地区別

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日） 前期比（％） 店舗異動状況

金額（百万円） 構成比（％）

神奈川県（158店舗） 80,885 63.3 108.5 15店舗増

東京都（41店舗） 18,205 14.3 111.0 ５店舗増

静岡県（38店舗） 17,758 13.9 109.4 ５店舗増

埼玉県（８店舗） 2,836 2.2 121.2 ２店舗増

千葉県（14店舗） 5,520 4.3 143.4 ５店舗増

群馬県（５店舗） 1,669 1.3 733.6 ３店舗増

茨城県（４店舗） 941 0.7 ― ４店舗増

合計（268店舗） 127,817 100.0 112.5 39店舗増

　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

当業界を取り巻く環境は、各社とも依然として積極的な新規出店、ＦＣ展開、事業統合などにより業容の拡大を続けて

おり、競争は一段と激しくなっております。

　また、薬事法の改正により、医薬品販売の規制緩和、登録販売者制度の導入が予定されており、他業態を含めた競合の時

代を迎えるとともに医薬品販売体制の見直しを迫られております。更に、薬剤師法等の改正による薬学部６年制の導入

により、平成22年、23年の２年間は新規の薬学部卒業生が出ないことへの対応も迫られております。

　このような状況の中、当社といたしましては、「地域に密着したドラッグストア」を実現するために、ドミナントエリ

アの確立及び強化を見指して、出店等による業容の拡大を続けて参ります。

　また、業容の拡大及び改正薬事法等への対応に不可欠な薬剤師の確保及び登録販売者の育成に努めるとともに薬剤師、

登録販売者の働き甲斐のある職場づくりを進め、定着率を高めることにより適切な人員配置を図ってまいります。

　競合他社との差別化、競争力の強化を図るために、高付加価値のプライベートブランド商品の開発に継続して取り組む

とともに、接客サービスの更なる改善及びドラッグストアへの併設の形で調剤薬局の開設にも力を入れてまいります。

　また、高齢化社会への対応の一環として外部医療機関、介護施設等との関係を深め、調剤ビジネスの拡大に努めてまい

ります。 
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４【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能

性のある事項には、以下のようなものがあります。

  なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

(1)法的規制について

  当社の主要な事業活動の継続には、「薬事法」による許可及びその他諸法令にもとづく所轄官公庁の許可・免許・

登録等が必要です。将来、何らかの理由により許可・免許・登録等の取消し等があった場合には、当社の主要な事業活

動に支障をきたすとともに、当社の業績に重大な影響を与える可能性があります。

(2)医薬品販売の規制緩和

　厚生労働省は、医薬品販売の規制緩和の一環として、危険性の少ない医薬品を中心に一般小売店で販売できる「医薬

部外品」への移行を進めております。今後とも医薬品販売の規制緩和の動きは続くものと予想されますので、その内

容の如何によっては、当社の業績に大きな影響を与えるおそれがあります。

(3)出店政策について

　当社は平成20年５月31日現在、直営ドラッグストア257店舗（うち調剤薬局併設19店舗）、ＦＣドラッグストア２店

舗（うち調剤薬局併設１店舗）及び調剤専門薬局９店舗の合計268店舗を運営しております。最近の当社の業容拡大

には以下のとおり、店舗数の拡大が大きく寄与しております。

　今後も店舗数の拡大を図っていく方針でありますが、出店交渉の遅延等の理由により計画どおりの出店ができない

場合には当社の利益計画に影響を与える可能性があります。最近5年間の業績及び店舗数の推移は以下のとおりであ

ります。 

　 （単位：百万円）

期別
項目

平成16年５月期 平成17年５月期 平成18年５月期 平成19年５月期 平成20年５月期

売上高 84,206 94,539 103,285 113,647 127,817

営業利益 3,807 4,321 4,653 6,729 7,732

経常利益 3,845 4,356 4,704 6,813 7,860

当期純利益 1,931 2,279 2,486 3,679 4,260

期末店舗数 153店 179店 198店 229店 268店

（注）売上高には消費税等は含まれておりません。

　(4)調剤業務について

　医薬分業が進展するに従い、処方箋の応需枚数が飛躍的に増加することが予想されます。当社では、薬剤師の調剤に

対する知識の充実について、積極的に取り組んでおります。また、調剤ミスを防止すべく「過誤防止マニュアル」にも

とづき

①「劇薬」「毒薬」「麻薬」「向精神薬」は区分して保管する。

＊他に重点管理品目として区分して管理するものも指定している。

②「内用薬」「外用薬」は区分して保管する。

③医薬品棚には併用してはいけないもの、ある疾患に対して服用してはいけないもの、長期投与不可のもの等を

シールにて分かるように表示する。

④調剤ミス防止10カ条を作成し、薬剤師が毎日唱和・確認する。

等々、細心の注意を払い調剤業務を行っております。また、調剤業務を行う全店において「薬局賠償責任保険」に

加入しております。

しかしながら、調剤薬の欠陥・調剤ミス等が発生した場合には、将来訴訟を受ける可能性があります。

(5)薬剤師及び登録販売者の確保について

「薬事法」の規定により、販売する医薬品の分類に基づき、薬剤師又は登録販売者の配置が義務付けられる予定のほ

か、「薬剤師法」により薬剤師でない者が調剤業務を行ってはならないとされております。

　また、薬学部の６年制移行に伴い、平成22年、23年の両年は新卒薬剤師数が激減する見通しであります。

　業界全体におきまして、薬剤師の採用、確保及び登録販売者の育成が重要な課題とされておりますが、当社におきま

しても今後の店舗数の拡大に際しましては薬剤師及び登録販売者の確保が重要であり、その確保の状況が出店計画に

影響を及ぼす可能性があります。 

(6)パートタイマー従業員の社会保険適用について

　厚生労働省は、次期年金改革としてパートタイマー労働者の社会保険（厚生年金・健康保険）への適用基準を拡大

し、「勤務時間が週の所定時間20時間以上」のパートタイマーに社会保険への加入を義務付けることを検討している

と報じられております。

　検討案の適用がなされた場合には、パートタイマー従業員数の多い当社にとって加入対象者増加に伴う事業主負担
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が増大するおそれがあります。

　当社といたしましては、法改正がなされた場合には業績への影響を避けるため、一日の所定労働時間及び週当たり勤

務日数の短縮調整を検討する予定でありますが、この場合、当社のパートタイマー従業員の雇用政策や店舗運営にお

いて影響が出る可能性があります。

　なお、平成20年5月31日現在、当社パートタイマー従業員2,843名のうち社会保険未適用者数は2,567名であります。

(7)個人情報の取扱いについて

　当社は多岐にわたる個人情報を、顧客の信頼のもとに取り扱っております。「個人情報保護法」の施行により、コン

ピュータシステムのセキュリティ強化と、顧客データの管理体制を確立いたしました。

　その機密保持には現在考えられる高度なシステムセキュリティ対策を取り、関連諸規程による従業員教育を継続的

に実施いたしております。

　しかしながら、万が一外部要因による不可抗力のシステムトラブルや、人為的操作等により情報流失が発生した場合

には、社会的な制裁を受け、業績に影響を与えるおそれがあります。

　

５【経営上の重要な契約等】

フランチャイジーとの加盟契約

フランチャイズ契約の要旨

イ．契約内容 フランチャイジーは、契約店舗を自己の経営責任において「クリエイトエス・

ディー」フランチャイズの経営に専念することとし、経営指導、店舗の営業・運営指導

援助、研修・訓練、売上金入金等その他についての契約

ロ．契約品目 薬品、化粧品、日用雑貨、家庭品、一部食品、その他便利性の多品種

ハ．契約期間 平成18年11月１日～平成20年10月31日

ただし、期間満了後、甲乙協議の上２年毎延長できる。

ニ．ロイヤリティー 当社からの商品供給総額を基準とした　基本料＋一定料率

ホ．契約先 有限会社つくし野薬局（南成瀬店、つくし野店）

６【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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７【財政状態及び経営成績の分析】

　　（１）重要な会計方針及び見積り

　　　　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。

　　　この財務諸表の作成に当たりまして、必要と思われる見積りは、合理的な基準に基づいて実施しております。

　　　　詳細につきましては、「第５　経理の状況　重要な会計方針」に記載しております。

　　（２）当事業年度の経営成績の分析

　当社の当事業年度の経営成績は、新規出店が計画通り40店舗を達成することができたことに加えて、既存店も順調

に推移したことにより、売上高は前期比12.5％増収の127,817百万円となりました。利益面では、プライベートブラン

ド商品の拡充等により売上総利益率が前期比1.2ポイント改善したことと販売費及び一般管理費の効率的な運用に

努めた結果、営業利益は前期比14.9％増の7,732百万円となり、経常利益、当期純利益とともに過去最高益を更新いた

しました。

　

　　（３）経営成績に重要な影響を与える要因について

　当社を取り巻く事業環境は、法的規制の緩和による他業態をも巻き込んだ競争の激化、薬剤師及び登録販売者の量

的・質的確保への対応、社会保険料のパートタイマーへの適用拡大に伴うコスト増等の懸念材料が存在しておりま

す。

　これらはいずれも当社の業績や財政状態に影響を与える可能性があります。詳細は「４．事業等のリスク」に記

載のとおりであります。

　　（４）戦略的現状と見通し

①出店戦略

　当社は、首都圏及び群馬県、茨城県の北関東を主要な出店エリア心として店舗展開を続けてまいります。

　ドラッグストア事業部門では、当社の強みである郊外・住宅街立地の小商圏フォーマットを中心とする他、駅前

立地の開発、他業種との共同での複合出店の促進等により年間30店舗程度の出店を計画しております。

　調剤薬局事業部門におきましても、ドラッグストアへの併設という形を中心として、毎年10店舗程度の出店を計

画しております。

②商品・店舗運営戦略

ますます激化する競争に勝ち残っていくために、顧客第一主義の実践を図ってまいります。

具体的には

イ．「極めて感じの良い応対」の更なるレベルアップ

ロ．「整理整頓」のできばえ評価の実施と個別フォロー

ハ．お客様のご意見、ご要望に対する真摯な対応

ニ．高品質のプライベートブランド商品の開発及び髙付加価値商品の導入

ホ．積極的な改装及び棚割のリニューアルによる品揃えの充実

ヘ．健康相談会、ベビー相談会等の開催を通じて、「相談できるドラッグストア」の実現

  　等を推進してまいります。

　

　　（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の資金状況は、営業活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度より1,016百万円少ない5,508百万円の

キャッシュを得ております。これは、税引前当期純利益7,805百万円、仕入債務の増加による収入1,687百万円、たな卸

資産の増加による支出1,661百万円、法人税等の支払による支出3,843百万円等の結果であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度より1,301百万円多い3,955百万円を使用しております。これ

は主に出店に伴う有形固定資産の取得による支出2,325百万円、建設協力金の貸付けによる支出953百万円及び出店

仮勘定の増加による支出633百万円等の結果であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローでは、前事業年度より247百万円多い601百万円の資金の使用となりました。こ

れは長期借入金の返済による支出46百万円及び配当金の支払554百万円の結果であります。
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　　（６）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社の経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するように努めております

が、業界再編及び医薬品販売の規制緩和の動き等をみますと、当社を取り巻く環境は、さらに厳しさを増すことが予

想されます。

　当社といたしましては、積極的な出店を継続することにより、安定した事業基盤の構築に努めるとともに、子会社

である株式会社エスタの開発商品を中心としたプライベートブランド商品を拡充し、差別化と収益力の向上を図っ

てまいります。

　併せて、接客教育の強化及び各種顧客サービスの充実により、固定客づくりにも注力してまいります。

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

12/63



第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度における設備投資額は、4,565百万円で、その主なものは新規出店に伴い取得した有形固定資産、店舗賃貸

借に係る建設協力金、敷金・保証金及び出店予約金などであります。

　なお、当事業年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

２【主要な設備の状況】

　当社における主要な設備は、以下のとおりであります。

　平成20年５月31日現在における各事業所の設備、投下資本並びに従業員の配置状況は、次のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備
の
内容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）建物及び構

築物
その他有形
固定資産

土地
（面積㎡）

その他 合計

神奈川県

（158店舗）

（注）４．

店舗 2,030 767
1,063

(9,250)
2,682 6,544

676

(742)

東京都

（41店舗）

（注）５.

店舗 385 237 － 549 1,173
172

(162)

静岡県

（38店舗）
店舗 1,186 293 － 550 2,031

175

(181)

埼玉県

（8店舗）
店舗 69 91 － 102 263

34

(34)

千葉県

（14店舗）
店舗 337 149 － 147 635

67

(65)

群馬県

（5店舗）
店舗 238 66 － 43 349

27

(25)

茨城県

（4店舗）
店舗 122 112 － 60 295

21

(22)

神奈川県

（本部・その他）
事務所 220 67

271

(664)
115 674

162

(45)

合計 ― 4,592 1,787
1,334

(9,914)
4,252 11,967

1,334

(1,276)

（注）１．帳簿価額の内「その他有形固定資産」の主なものは工具器具備品1,786百万円であります。

２．帳簿価額の内「その他」は建設協力金581百万円、敷金及び保証金3,671百万円であり、出店仮勘定は含めており

ません。

３．従業員数の(　)は、期中平均のパートタイマーを８時間換算の外数で記載しております。

４．調剤専門薬局９店舗が含まれております。

５．ＦＣドラッグストア２店舗（うち調剤薬局併設店１店舗）が含まれております。

６．上記金額には消費税等は含まれておりません。

７．上記の他、他の者から賃借している設備の内容は、下記のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容 年間リース料（百万円） リース契約残高（百万円）

各店舗 店舗設備 334 461
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３【設備の新設、除却等の計画】

(1)重要な設備の新設等

　当事業年度末現在において下記のとおり店舗の新設を計画いたしておりますが、その一部については出店場所、投資

額、開店時期等の詳細は未定であります。

設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
総額（百万円） 既支払額（百万円）

　店舗（30店舗） 3,000 788 　自己資金

　　（注）上記金額には消費税等を含んでおります。

(2) 重要な設備の除却等

　該当事項はありません。

(3）重要な改修

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

14/63



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 53,720,000

計 53,720,000

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成20年５月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成20年８月25日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,194,228 22,194,228
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

計 22,194,228 22,194,228 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成15年10月30日

（注）１
1,052,630 4,410,261 149 475 149 375

平成15年10月30日

（注）２
638,296 5,048,557 149 625 149 525

平成16年２月12日

（注）３
500,000 5,548,557 680 1,305 994 1,519

平成17年７月20日

（注）４
5,548,557 11,097,114 ― 1,305 ― 1,519

平成18年６月１日 

（注）５ 
11,097,114 22,194,228 ― 1,305 ― 1,519

（注）１．第１回新株引受権行使

発行価格　　　　　　　285円

資本組入額　　　　　　143円

行使者は、有限会社ヤマモト、山本洋平、山本郷子、横浜キャピタル株式会社であります。

２．第２回新株引受権行使

発行価格　　　　　　　470円

資本組入額　　　　　　235円

行使者は、有限会社ヤマモト、山本洋平、山本郷子であります。

３．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　　　3,600円

発行価額　　　　　　3,348円

資本組入額　　　　　1,360円

払込金総額　　　1,674百万円

４．普通株式１株を２株に分割しております。

５．普通株式１株を２株に分割しております。
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（５）【所有者別状況】

　 平成20年５月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）

単元未満株
式の状況
（株）政府及び地

方公共団体
金融機関

金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等

個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 33 16 60 82 1 4,302 4,493 －

所有株式数

（単元）
－ 38,965 98 46,116 17,945 4 118,806 221,933 828

所有株式数の

割合（％）
－ 17.56 0.04 20.78 8.09 0.00 53.53 100.00 －

（注）自己株式は「個人その他」に1単元及び「単元未満株式の状況」に24株を含めて記載しております。

（６）【大株主の状況】

　 平成20年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

山本久雄 神奈川県横浜市青葉区 5,340 24.06

株式会社ヤマモト 神奈川県横浜市青葉区つつじが丘20-8 4,314 19.44

山本洋平 大阪府吹田市 2,663 12.00

山本いつ子 神奈川県横浜市青葉区 1,720 7.75

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11-３ 1,298 5.85

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 1,160 5.23

クリエイトエス・ディー従業

員持株会
神奈川県横浜市青葉区荏田西１丁目９-15 361 1.63

第一生命保険相互会社特別勘

定年金口（常任代理人　資産

管理サービス信託銀行株式会

社）

東京都中央区晴海１丁目8-12晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟
286 1.29

野村信託銀行株式会社（投信

口）

東京都千代田区大手町２丁目２-２

 
189 0.85

クレジットスイスファースト

ボストンヨーロッパピービー

セクアイエヌティノントリー

ティクライエント（常任代理

人　シティバンク銀行株式会

社）

ONE CABOT SQUARE LONDON E144QJ、

UK

（東京都品川区東品川２丁目３番-14）

185 0.83

計 － 17,519 78.94
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

普通株式          100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   22,193,300 221,933 －

単元未満株式 普通株式         828 － －

発行済株式総数 22,194,228 － －

総株主の議決権 － 221,933 －

②【自己株式等】

　 平成20年５月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

 株式会社クリエイ

トエス・ディー

神奈川県横浜

市青葉区荏田

西１丁目9-15

100 － 100 0.00　

計 － 100 － 100 　0.00

（８）【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自

己株式
－ － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転

を行った取得自己株式
－ － － －

その他

(―)
－ － － －

保有自己株式数 124 － 124 －

　

３【配当政策】

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識し、あわせて財務体質の強化と今後の事業展開に

備えるために内部留保の充実を図ることを基本としております。具体的な利益還元策として、株主の皆様からお預か

りしている資金に対する還元という観点及び業績を反映しつつ安定的に配当するという考えのもとに、純資産配当率

を尺度とし、当面は同比率3％を目処に配当を実施したいと考えております。

　当社は、５月31日を基準日とする年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

　この剰余金の配当の決定機関は株主総会であります。

  当事業年度におきましては、上記配当方針に従い平成20年8月22日開催の定時株主総会において、総額710百万円、１

株当たり普通配当32円（前事業年度１株当たり配当比７円増配）とすることを決定いたしました。 

　内部留保資金につきましては、積極的な店舗展開を続け、事業規模の拡大を図ることにより、更なる企業価値の向上

に努めるために有効利用してまいります。

　当社は、「取締役会の決議によって、毎年11月30日を基準日として、中間配当をすることができる」旨を定款に定め

ております。
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４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第21期 第22期 第23期 第24期 第25期

決算年月 平成16年５月 平成17年５月 平成18年５月 平成19年５月 平成20年５月

最高（円） 6,100

6,400

※5,520

口2,905

5,100

※5,150

口1,770

 

2,400

　

 

2,990

　

最低（円） 3,800

4,500

※4,210

口2,790

3,200

※2,850

口1,701

 

1,430

   

 

1,846

   

　（注）１．当社株式は、平成16年２月12日付をもって日本証券業協会に株式を登録いたしましたので、それ以前の株価に

ついては該当事項はありません。

２．第22期の最高・最低株価は、平成16年12月13日よりジャスダック証券取引所におけるものであり、それ以前

は日本証券業協会の公表のものであります。第22期の事業年度別最高・最低株価のうち、※印は日本証券業

協会の公表のものであります。

なお、平成17年４月18日開催の取締役会において、平成17年５月31日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記

載または記録された株主の所有株式数を、１株につき２株の割合をもって分割することを決議いたしており

ます。口印は株式分割権利落後の株価であります。

３．第23期の最高・最低株価は、平成17年12月22日より東京証券取引所第２部におけるものであり、それ以前は

ジャスダック証券取引所の公表のものであります。第23期の事業年度別最高・最低株価のうち、※印はジャ

スダック証券取引所の公表のものであります。

なお、平成18年４月12日開催の取締役会において、平成18年５月31日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記

載または記録された株主の所有株式数を、１株につき２株の割合をもって分割することを決議いたしており

ます。口印は株式分割権利落後の株価であります。

４．第24期の最高・最低株価は、平成19年５月８日より東京証券取引所第１部におけるものであり、それ以前は

東京証券取引所第２部の公表のものであります。

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成19年12月 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 2,725 2,790 2,585 2,385 2,495 2,425

最低（円） 2,295 2,365 2,275 2,035 2,165 2,170

　（注） 最高・最低株価は、東京証券取引所の公表のものであります。
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５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役会長

(代表取締役)
 山本　久雄 昭和23年４月７日生

昭和58年５月 有限会社みどりドラッグストア

（現当社）設立　代表取締役社長就

任

平成10年４月 有限会社ヤマモト（現株式会社ク

リエイトエス・ディーホールディ

ングス）設立　代表取締役社長就任

平成10年５月 株式会社エスディーメディカ設立　

代表取締役社長就任

平成14年８月 当社代表取締役会長就任

 （現任）

平成15年５月 グレートアンドグランド株式会社

取締役会長就任（現任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス取締役就任（現

任）

（注）

４
5,340,000

取締役社長

(代表取締役)
 若尾　鐵志郎 昭和20年８月14日生

昭和44年４月 株式会社主婦の店ダイエー（現株

式会社ダイエー）入社

平成５年５月 同社取締役店舗企画本部長就任

平成13年５月 当社入社　執行役員副社長

平成13年８月 当社取締役副社長就任

平成14年８月 当社代表取締役社長就任

 （現任）

平成16年11月 株式会社エスタ取締役就任　　（現

任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス代表取締役社長

就任（現任）

（注）

４
81,200

常務取締役 人材開発部長 山本　いつ子 昭和25年９月４日生

昭和58年５月 有限会社みどりドラッグストア

（現当社）設立　取締役就任

平成10年４月 有限会社ヤマモト（現株式会社ク

リエイトエス・ディーホールディ

ングス）取締役（現任）

平成14年１月 当社人材開発部長

平成14年８月 当社常務取締役就任　人材開発部長

（現任）

平成18年12月 株式会社クリエイトビギン取締役

就任（現任）

（注）

４
1,720,000

取締役 店舗運営本部長 斉藤　宰 昭和35年４月27日生

昭和59年６月 有限会社ハヤカワボディークラフ

ト入社

平成４年６月 当社入社

平成９年７月 当社ゾーンマネージャー

平成10年７月 当社店舗運営グループ長

平成12年６月 当社取締役就任（現任）店舗運営

部長

平成14年８月 当社店舗運営本部長（現任）兼Ａ

ゾーンゾーンマネージャー

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス取締役就任（現

任）

（注）

４
42,100
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役 財経部長 江口　温 昭和22年２月21日生

昭和45年４月 株式会社ダイエー入社

平成６年５月 ダイエー投資顧問㈱代表取締役社

長

平成９年11月 ㈱ダイエーオリンピックスポーツ

クラブ経営企画室長

平成14年９月 当社入社　財経部長

平成15年８月 当社取締役就任　財経部長（現任）

平成16年11月 株式会社エスタ取締役就任

 （現任）

平成19年８月 株式会社エスタ取締役退任

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス取締役就任（現

任）

（注）

４
1,600

取締役 経営企画室長 中浦　茂人 昭和29年11月７日生

昭和53年４月 株式会社ダイエー入社

平成９年３月 同社東北エリア　エリアマネー

ジャー

平成14年４月 当社入社

平成14年９月 当社経営企画室長

平成15年８月 当社取締役就任　経営企画室長

 （現任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス取締役就任（現

任）

（注）

４
2,100

取締役 商品本部長 高木　均 昭和33年11月４日生

昭和56年４月 株式会社ダイエー入社

平成15年２月 同社商品本部　部長

平成17年４月 当社入社

平成18年２月 当社執行役員商品本部長

平成18年２月 ㈱エスタ代表取締役社長（現任）

平成19年８月 当社取締役就任　商品本部長（現

任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス取締役就任（現

任）

（注）

４
5,500

常勤監査役  清家　弘直 昭和17年３月28日生

昭和39年４月 株式会社主婦の店ダイエー（現株

式会社ダイエー）入社

昭和61年５月 同社取締役財務経理室長

平成２年６月 同社常務取締役

平成７年５月 同社監査役就任

平成13年５月 同社監査役退任

平成15年８月 当社監査役就任

平成17年８月 当社常勤監査役（現任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス監査役就任（現

任）

（注）

５
900
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

監査役  馬庭　修一 昭和22年３月10日生

昭和46年４月 ウェストン株式会社（現ユニデン

株式会社）入社

平成４年10月 同社経理部次長

平成12年２月 当社入社

平成14年１月 当社経営企画室主席

平成15年４月 当社常勤監査役就任

平成16年10月 エグザクト株式会社監査役就任

（現任）

平成16年11月 株式会社エスタ監査役就任

平成17年８月 同社監査役退任

平成17年８月 当社監査役（現任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス監査役就任（現

任）

（注）

３
2,500

監査役  園山　富徳 昭和11年８月10日生

昭和37年12月 島根県農業信用基金協会

昭和45年10月 株式会社ダイエー入社

昭和58年３月 株式会社オ・プランタン・ジャポ

ン入社

昭和60年４月 園山会計事務所（現任）

平成13年９月 株式会社ジオ・アカマツ監査役就

任（現任）

平成15年８月 当社監査役就任（現任）

平成20年７月 株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス監査役就任（現

任）

（注）

５
1,100

計 7,197,000

　（注）１．監査役のうち、清家弘直氏及び園山富徳氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

　　　　２．常務取締役山本いつ子は、代表取締役会長山本久雄の配偶者であります。

　　　　３．平成18年８月25日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

　　　　４．平成19年８月24日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

　　　　５．平成19年８月24日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

６．当社では、取締役会の一層の活性化を促し、取締役会の意思決定・業務執行の監督機能と各部の業務執行機

能を明確に区分し、経営効率の向上を図るために執行役員制度を導入しております。

執行役員は５名で、店舗開発本部長浅見雅光、店舗企画部長砂生和男、システムサポート部長阿部光紀、総務

部長山野辺宗男及び薬事部長笠井久利で構成されております。

７．当社は、会社法第329条第２項に基づき補欠監査役１名を選任しております。

　　補欠監査役の略歴は次のとおりであります。

氏名 生年月日 略歴
所有株式数
（株）

荻原静夫 昭和10年7月30日生

昭和38年４月 弁護士登録

平成２年４月 第一東京弁護士会副会長

平成11年４月 第一東京弁護士会常議員会議長

平成15年４月 関東弁護士会連合会理事長

－
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６【コーポレート・ガバナンスの状況】

　当社は、法令の遵守に基づく企業倫理の重要性を認識し、変動する社会、経済環境に対応した迅速な経営の意思決定

と、経営の健全性の向上を図ることによって株主価値を高めることを経営上の最も重要な課題の一つとして位置づけ

ております。

　これを実現するために、株主の皆様の権利保護、平等性の確保、ステイクホルダー（お客様、株主の皆様、お取引先様、

地域社会、従業員等）との良好な関係の構築、情報開示の充実、及び株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人など、法

律上の機能制度を一層強化・改善・整備しながら、コーポレート・ガバナンスを充実させていきたいと考えておりま

す。

（1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

①　会社の機関の説明

　当社は、監査役制度採用の経営体制を基本とし、取締役会の機動性を重視するとともに、業務執行面での迅速な

対応を図るため執行役員制度を併せてとっております。

　　　②　会社の機関、内部統制の関係

　　　③　会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

　取締役会は月1回の定例取締役会のほか、必要に応じて機動的に臨時取締役会を開催し、法令で定められた事項

や経営に関する重要事項を決定するとともに、業務執行の状況を逐次監督しております。

　また、社外取締役の選任は行なっておりませんが、社外監査役２名を含んだ３名の監査役体制で臨むとともに、

代表取締役社長と３名の監査役との定期的な意見交換の場を持ち、監査役制度の充実強化を図っております。

　　　④　内部監査及び監査役監査の状況

　内部監査は、業務改革推進部４名により、店舗及び本部各部の日常業務が社内規程及び業務マニュアルに従って

実施されているか確認し、その結果は代表取締役社長に報告されています。監査役監査は、各監査役が毎月開催さ

れる取締役会及び監査役会に出席するほか、常勤監査役がその他の重要な会議に出席、各議事録の閲覧及び稟議

書の確認等を行うことにより実施されております。また、内部監査の重要事項や会計監査の結果についても確認

を行っております。
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　　　⑤　会計監査の状況

　当社の会計監査業務を執行した公認会計士は杉田純及び岩田亘人の両氏であり、三優監査法人に所属しており

ます。また、会計監査業務に係る補助者は、公認会計士２名、会計士補４名であります。

　　　⑥　社外取締役及び社外監査役との関係

　当社は、社外取締役を選任しておりません。また、社外監査役２名は「５　役員の状況」に記載のとおり当社の株

式を保有しておりますが、その他提出会社との人的関係、取引関係及びその他の利害関係については、該当事項は

ありません。

　　（2）リスク管理体制の整備の状況

イ．定例取締役会において、月次の財務状況、営業状況及び店舗開発状況の報告がされている他、必要に応じて臨

時取締役会が開催され、現状の把握とリスクへの早期対応を行っております。

ロ．内部監査担当部署が各店舗及び本部各部署の業務執行状況を定期的に監査することで、リスクの所在を早期

に発見し、迅速な対応をとる仕組みを作っております。

ハ．緊急連絡網を整備し、店舗でのあらゆる事故に対して速やかに情報収集できる仕組みを整えており、必要に

応じて対策本部を設置できる体制を整えております。

ニ．各店舗で発生した事故、クレームを毎月集約し、同様の事故、クレームの再発防止に努めている他同種の事

故、クレーム発生時に適切な対応を迅速にとることにより早期解決につなげております。

　　（3）その他

　　　　　　　イ．取締役及び監査役に支払った報酬等の内容

区分 人数 報酬等の額 摘要

取締役
名

７　

百万円

347

　

　

監査役 ３ 20 　

 （うち社外監査役） （２） (14) 　

計  10 368 　

　　　　　（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分報酬等は含まれておりません。

２．報酬等の額には、第25回定時株主総会において決議された役員賞与102百万円（社外監査役２名３

百万円）及び当事業年度における役員退職慰労引当金の増加額41百万円（社外監査役２名０百万

円）が含まれております。なお、役員退職慰労金制度は前株主総会において廃止しており、当事業年

度の増加額のうち31百万円については金額確定に伴う功労加算部分であります。

３. 平成19年８月24日開催の株主総会決議による報酬限度額は、取締役年額700百万円以内、監査役年額

70百万円以内であります。

　　　　　　　ロ．会計監査人に対する報酬の内容

項　　　　　　目 支払額

①当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
百万円

18

②当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 ―

合　　計 18

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の

監査報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、①の金額はこれらの合計額を記載

しております。
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　　（4）取締役及び監査役の定数

　　　　当社は、取締役の定数を10名以内、監査役の定数を３名以内とする旨を定款で定めております。　　　

　

　　（5）株主総会の決議事項を取締役会で決議できることとしている事項

　　　①　自己株式の取得　　

　当社は、資本効率の向上と経営環境に応じた機動的な資本政策の遂行のため、会社法第165条第２項の規定によ

り、取締役会の決議によって市場取引等により自己の株式を取得することができる旨を定款で定めております。

　　　②　中間配当金　　

　当社は、株主への機動的な利益還元を行うため、取締役会の決議により、会社法第454条第５項に定める剰余金

の配当（中間配当金）をすることができる旨を定款で定めております。

　　（6）株主総会の特別決議要件

　当社は、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使することができ

る株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもってこれを行う旨を定款

で定めております。

　　（7）取締役の選任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席

し、その議決権の過半数をもってこれを行う旨を定款で定めております。

　　（8）取締役及び監査役の責任免除

　当社は、取締役（取締役であった者を含む。）及び監査役（監査役であった者を含む。）がその職務の遂行にあた

り期待される役割を十分に発揮できるよう、会社法第426条第１項の規定により、取締役会の決議によって、会社法

第423条第１項の責任（損害賠償責任）を法令の限度において免除することができる旨を定款で定めております。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務

諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　前事業年度（平成18年６月１日から平成19年５月31日まで）は、改正前の財務諸表等規則に基づき、当事業年度（平

成19年６月１日から平成20年５月31日まで）は、改正後の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前事業年度（平成18年６月１日から平成19年５月31日まで）の財

務諸表について、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当事業年度（平成19年６月１日から平

成20年５月31日まで）の財務諸表について、三優監査法人により監査を受けております。

３．連結財務諸表について

　「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）第５条第２項により、当社で

は、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に

重要性が乏しいものとして、連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　　0.5％

　　売上高基準　　　　　 －％

　　利益基準　　　　　△1.1％

　　利益剰余金基準　　△0.1％
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  
前事業年度

（平成19年５月31日）
当事業年度

（平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   10,304   5,755  

２．売掛金   1,046   1,341  

３．有価証券   ―   5,500  

４．商品   10,124   11,784  

５．貯蔵品   100   102  

６．前払費用   559   686  

７．繰延税金資産   569   639  

８．未収入金   1,138   1,127  

９．その他   24   15  

流動資産合計   23,867 59.1  26,952 58.4

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

（1）建物 　 5,294   6,263   

減価償却累計額  1,708 3,586  2,147 4,116  

（2）構築物  876   986   

減価償却累計額  404 471  509 476  

（3）車両運搬具  3   3   

減価償却累計額  3 0  3 0  

（4）工具器具備品  2,782   3,858   

減価償却累計額  1,483 1,298  2,071 1,786  

（5）土地 　  1,334   1,334  

有形固定資産合計   6,691 16.5  7,714 16.7

２. 無形固定資産        

　（1）のれん   215   150  

（2）借地権   27   27  

（3）ソフトウェア   79   126  

（4）電話加入権   27   27  

無形固定資産合計   350 0.9  332 0.7
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前事業年度

（平成19年５月31日）
当事業年度

（平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

３．投資その他の資産        

（1）投資有価証券   70   56  

（2）関係会社株式   70   70  

（3）出資金   0   0  

（4）長期貸付金   3,530   4,538  

（5）破産更生債権等   10   ―  

（6）長期前払費用   648   989  

（7）繰延税金資産   366   456  

（8）建設協力金   719   581  

（9）敷金及び保証金   3,217   3,671  

（10）出店仮勘定   824   788  

（11）その他   64   64  

貸倒引当金   △20   △54  

投資その他の資産合計   9,504 23.5  11,163 24.2

固定資産合計   16,546 40.9  19,209 41.6

資産合計   40,413 100.0  46,162 100.0

        

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金   15,173   16,861  

２．一年内返済予定長期借
入金

　  46   51  

３．未払金   1,391   1,385  

４．未払費用   1,140   1,368  

５．未払法人税等   2,243   2,120  

６．未払消費税等   155   151  

７．預り金   85   138  

８．賞与引当金   69   79  

９．役員賞与引当金   70   102  

10．ポイントカード引当金   263   380  

11．閉鎖店舗損失引当金   30   ―  

12．その他   9   10  

流動負債合計   20,679 51.2  22,647 49.1
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前事業年度

（平成19年５月31日）
当事業年度

（平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

Ⅱ　固定負債        

１．長期借入金   197   146  

２．退職給付引当金   487   584  

３．役員退職慰労引当金   281   ―  

４．預り保証金   73   84  

５．その他   3   309  

固定負債合計   1,042 2.6  1,124 2.4

負債合計   21,722 53.8  23,771 51.5

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

　 １．資本金   1,305 3.2  1,305 2.8

   ２．資本剰余金        

　（1）資本準備金  1,519   1,519   

　資本剰余金合計   1,519 3.8  1,519 3.3

　 ３．利益剰余金        

　（1）利益準備金  13   13   

　（2）その他利益剰余金        

　　　　　別途積立金  11,500   14,500   

　　　　　繰越利益剰余金  4,341   5,047   

　利益剰余金合計   15,855 39.2  19,560 42.4

　 ４.自己株式   △0 △0.0  △0 △0.0

　株主資本合計   18,680 46.2  22,386 48.5

Ⅱ　評価・換算差額等        

1.その他有価証券評価差額
金

  10 0.0  4 0.0

　評価・換算差額等合計   10 0.0  4 0.0

　純資産合計   18,691 46.2  22,390 48.5

　負債純資産合計   40,413 100.0  46,162 100.0
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②【損益計算書】

  
前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   113,647 100.0  127,817 100.0

Ⅱ　売上原価        

１．商品期首たな卸高  9,166   10,124   

２．当期商品仕入高  86,395   96,317   

３．事業の譲受による商品
受入

 7   ―   

合計  95,569   106,442   

４．他勘定振替高 ※1 17   30   

５．商品期末たな卸高  10,124 85,426 75.2 11,784 94,627 74.0

売上総利益   28,220 24.8  33,189 26.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費        

１．広告宣伝費  1,626   1,967   

２．ポイントカード引当金
繰入額

 263   380   

３．役員報酬  205   225   

４．給与手当  7,736   8,893   

５．賞与  979   1,106   

６．賞与引当金繰入額  69   79   

７．役員賞与引当金繰入額  70   102   

８．退職給付費用  104   114   

９．役員退職慰労引当金繰
入額

 55   9   

10．法定福利費  710   789   

11．水道光熱費  848   1,013   

12．減価償却費  898   1,307   

13．消耗品費  369   525   

14．地代家賃  4,354   5,120   

15．その他  3,200 21,491 18.9 3,824 25,457 20.0

営業利益   6,729 5.9  7,732 6.0

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  68   75   

２．有価証券利息  ―   27   

３．受取配当金  1   1   

４．広告媒体等設置収入  13   19   

５．什器受贈益  ―   27   

６．その他  36 119 0.1 31 181 0.1
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前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  9   7   

 ２．貸倒引当金繰入額  20   43   

３．一部指定替費用  5   ―   

４．その他  0 35 0.0 2 53 0.0

経常利益   6,813 6.0  7,860 6.1

Ⅵ　特別利益        

１．受取補償金  42   ―   

２．投資有価証券売却益  ―   1   

３．その他  ― 42 0.0 0 2 0.0

Ⅶ　特別損失        

１．固定資産除却損 ※２ 8   1   

 ２．減損損失  ※３ 36   20   

　３．閉鎖店舗損失  22   ―   

４．閉鎖店舗損失引当金繰
入額

 28   ―   

５．役員退職功労加算金  ―   31   

６．その他  ― 95 0.1 3 57 0.0

税引前当期純利益   6,760 5.9  7,805 6.1

法人税、住民税及び事業
税

 3,347   3,700   

法人税等調整額  △266 3,080 2.7 △154 3,545 2.8

当期純利益   3,679 3.2  4,260 3.3
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主資
本合計資　本

準備金
資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利　益
剰余金
合　計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成18年5月31日残高（百万円） 1,305 1,519 1,519 13 9,500 2,972 12,486 △0 15,311

事業年度中の変動額          

剰余金の配当      △310 △310  △310

別途積立金の積立     2,000 △2,000 ―  ―

当期純利益      3,679 3,679  3,679

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

         

事業年度中の変動額合計
（百万円）

― ― ― ― 2,000 1,369 3,369 ― 3,369

平成19年5月31日残高（百万円） 1,305 1,519 1,519 13 11,500 4,341 15,855 △0 18,680

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年5月31日残高（百万円） 11 11 15,323

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △310

別途積立金の積立   ―

当期純利益   3,679

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

△1 △1 △1

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△1 △1 3,367

平成19年5月31日残高（百万円） 10 10 18,691

当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主資
本合計資　本

準備金
資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利　益
剰余金
合　計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成19年5月31日残高（百万円） 1,305 1,519 1,519 13 11,500 4,341 15,855 △0 18,680

事業年度中の変動額          

剰余金の配当      △554 △554  △554

別途積立金の積立     3,000 △3,000 ―  ―

当期純利益      4,260 4,260  4,260

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

         

事業年度中の変動額合計
（百万円）

― ― ― ― 3,000 705 3,705 ― 3,705

平成20年5月31日残高（百万円） 1,305 1,519 1,519 13 14,500 5,047 19,560 △0 22,386

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年5月31日残高（百万円） 10 10 18,691
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △554

別途積立金の積立   ―

当期純利益   4,260

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

△5 △5 △5

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△5 △5 3,699

平成20年5月31日残高（百万円） 4 4 22,390
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  
前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

   

１．税引前当期純利益  6,760 7,805

２．減価償却費  898 1,307

３．貸倒引当金の増加・減少
（△）額

 20 43

４. 賞与引当金の増加・減少（△）
額

 9 10

５．役員賞与引当金の増加・減少
（△）額

 16 32

　 ６．ポイントカード引当金の増加・
減少(△)額  131 117

　 ７．閉鎖店舗損失引当金の増加・減
少（△）額

 26 △17

８．退職給付引当金の増加・減少
（△）額

 80 96

９．役員退職慰労引当金の増加・
減少（△）額

 55 △281

10．受取利息及び受取配当金  △69 △103

11．支払利息  9 7

12．受取補償金  △42 －

13. 減損損失  36 20

14．売上債権の減少・増加（△）
額

 △373 △295

15．たな卸資産の減少・増加
（△）額

 △979 △1,661

16．未収入金の減少・増加（△）
額

 △0 △23

17．仕入債務の増加・減少（△）
額

 2,007 1,687

18．未払金の増加・減少（△）額  286 57

19．未払費用の増加・減少（△）
額

 183 227

20．未払消費税等の増加・減少
（△）額

 △13 △4

21．その他  110 289

小計  9,152 9,316

22．利息及び配当金の受取額  17 42

23．利息の支払額  △9 △7

24．法人税等の支払額  △2,635 △3,843

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

 6,525 5,508
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前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

   

１. 定期預金の預入による支出  △900 －

２. 定期預金の払戻による収入  900 －

３．有形固定資産の取得による支
出

 △1,346 △2,325

４．有形固定資産の売却による収
入

 0 －

５．無形固定資産の取得による支
出

 △40 △66

６．無形固定資産の売却による収
入

 5 －

７．投資有価証券の売却による収
入

 － 2

８．関係会社株式取得による支出  △20 －

９．貸付けによる支出  △458 △953

10．貸付金の回収による収入  301 379

11．長期前払費用の増加による支
出

 △117 △294

12．建設協力金の回収による収入  138 138

13．敷金保証金の差入による支出  △281 △291

14．敷金保証金の回収による収入  28 89

15．出店仮勘定の増加による支出  △794 △633

16．事業の譲受による支出 ※２ △80 －

17．その他  9 △0

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

 △2,654 △3,955

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

   

１．長期借入金の返済による支出  △43 △46

２．配当金の支払額  △310 △554

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

 △354 △601

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加・減少
（△）額

 3,516 951

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高  6,788 10,304

Ⅵ　現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 10,304 11,255
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重要な会計方針

項目
前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

１．有価証券の評価基準及び

評価方法

(1）子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法

(1）子会社株式及び関連会社株式
　　　同左

 (2) その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）

時価のないもの

投資事業有限責任組合出資金につい

ては、当該投資事業有限責任組合の

直近の決算書の当社持分割合で評価、

その他については移動平均法に

よる原価法

(2) その他有価証券
　　時価のあるもの

　　　  　同左　

 

 

    時価のないもの

          同左

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法

(1) 商品
  売価還元法による原価法

(1) 商品
同左

 (2) 貯蔵品
　　最終仕入原価法による原価法

(2) 貯蔵品
　　             同左

３．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産
　建　物（建物付属設備を除く）

①平成10年３月31日以前に取得したもの
　 旧定率法

②平成10年４月１日から平成19年３月31
日までに取得したもの

  旧定額法

③平成19年４月１日以降に取得したもの
　 定額法

建物以外 

(1）有形固定資産
定率法

ただし、平成10年4月1日以降に取得した
建物（附属設備を除く）については定

額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりであ

ります。

　建　物　　　８年～50年

　構築物　　　10年～50年

　工具器具備品３年～20年

　 ①平成19年３月31日以前に取得したもの
　 旧定率法

②平成19年４月１日以降に取得したもの
　 定率法

 なお、主な耐用年数は次のとおりであり

ます。

 

 　建　物　　　　８年～50年
　構築物　　　　10年～50年
　工具器具備品　３年～20年

 

 (2）無形固定資産
　  定額法

(2）無形固定資産
同左

 　ソフトウェア（自社利用）について

は、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法

　のれんについては、５年間の定額法。

 

 (3）長期前払費用
定額法

(3）長期前払費用
同左

５．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金
 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

(1）貸倒引当金
同左
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項目
前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

 (2)賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支

給見込額の当期負担額を計上しており

ます。

(2)賞与引当金

同左

 (3)役員賞与引当金

　役員に対する賞与の支給に備えるた

め、支給見込額の当期負担額を計上して

おります。

(3)役員賞与引当金

同左

 (4)ポイントカード引当金

　　販売促進を目的とするポイントカード

制度により付与したポイントの使用に

備えるため、未使用のポイント残高に対

して、過去の使用実績率に基づき将来使

用されると見込まれる額を計上してお

ります。

(4)ポイントカード引当金

同左

 (5)閉鎖店舗損失引当金

　店舗閉鎖に伴う損失に備えるため資産

内容等を勘案して、損失見込額を計上し

ております。

(5)

───

 (6)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当期

末における退職給付債務に基づき計上

しております。

　過去勤務債務は、その発生時の従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（５年）による定額法により按分した

額をそれぞれ発生時から費用処理する

こととしております。

　数理計算上の差異は、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（５年）による定額法により按分

した額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。

(6)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当期

末における退職給付債務に基づき計上

しております。

　過去勤務債務は、その発生時の従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（５年）による定額法により按分した

額をそれぞれ発生時から費用処理する

こととしております。

　数理計算上の差異は、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（５年）による定額法により按分

した額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。

　また、執行役員の退職慰労金の支給に

備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。

 (7）役員退職慰労引当金

　役員及び執行役員の退職慰労金の支出

に備えるため、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。

(7）

───

６．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によってお

ります。

同左

７．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動

について僅少なリスクしか負わない取得

日から３か月以内に償還期限の到来する

短期投資からなっております。

同左

８．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

(1) 消費税等の会計処理

　　税抜方式によっております。

(1) 消費税等の会計処理

同左
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会計処理方法の変更

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

(企業結合に係る会計基準）

　当事業年度より、「企業結合に係る会計基準」（企業

会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（平成

17年12月27日　企業会計基準適用指針第10号）を適用し

ております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であり

ます。

───

(有形固定資産の減価償却方法の変更）

　法人税法の改正（（所得税法等の一部を改正する法律

　平成19年３月30日　法律第６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令　平成19年３月30日　政令第83

号））に伴い、平成19年４月１日以降に取得したものに

ついては、改正後の法人税法に基づく方法に変更してお

ります。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であり

ます。

───
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表示方法の変更

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

（貸借対照表）

 １.前事業年度において「営業権」として掲記されてい

たものは、当事業年度から「のれん」として表示してお

ります。

 

 

　

 

 

 

 

 

（貸借対照表）

 １.前事業年度まで流動資産の「現金及び預金」に含

めて表示しておりました譲渡性預金は、「金融商品会計

に関する実務指針」（日本公認会計士協会　平成19年7

月4日　会計制度委員会報告第14号）及び「金融商品会

計に関するＱ＆Ａ」（日本公認会計士協会　平成19年11

月6日　会計制度委員会）の改正により有価証券として

取り扱うこととされたため、当事業年度より「有価証

券」として表示しております。

　なお、前事業年度の「現金及び預金」に含まれている

譲渡性預金は、5,000百万円であります。 

 

（損益計算書）

 １.前事業年度まで営業外収益の「その他」に含めて表

示しておりました「広告媒体等設置収入」は、営業外収

益の総額の100分の10を超えたため区分掲記することに

いたしました。

　　なお、前事業年度における「広告媒体等設置収入」の金

額は８百万円であります。

（損益計算書）

 １.前事業年度まで「受取利息」に含めて表示しており

ました譲渡性預金にかかる利息は、「金融商品会計に関

する実務指針」（日本公認会計士協会　平成19年7月4日

　会計制度委員会報告第14号）及び「金融商品会計に関

するＱ＆Ａ」（日本公認会計士協会　平成19年11月6日　

会計制度委員会）の改正により有価証券として取り扱

うこととされたため、当事業年度より「有価証券利息」

として表示しております。

 　なお、前事業年度の「受取利息」に含まれている譲渡

性預金にかかる利息計上額は11百万円であります。

 ２.前事業年度まで営業外収益の「その他」に含めて表

示しておりました「什器受贈益」は、営業外収益の総額

の100分の10を超えたため区分掲記することにいたしま

した。

　　なお、前事業年度における「什器受贈益」の金額は９百

万円であります。
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追加情報

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

　────

　

 （有形固定資産の減価償却方法）

　当事業年度から、平成19年３月31日以前に取得したもの

については、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法によっております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微でありま

す。

　────

　

 （役員退職慰労引当金）

　従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づ

く期末要支給額を計上しておりましたが、平成19年８月24

日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止

に伴う打ち切り支給の件が承認可決されましたので、同制

度を株主総会終結の時をもって廃止しております。この結

果「役員退職慰労引当金（役員分307百万円）」を「その

他」に振替えております。

なお、「役員退職慰労引当金（執行役員分15百万円）」に

つきましては、「退職給付引当金」に振替えております。
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注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度
（平成19年５月31日）

当事業年度
（平成20年５月31日）

 ────  ────
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（損益計算書関係）

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

※１．他勘定振替高は販売費及び一般管理費への振替で

あります。

※１．他勘定振替高は販売費及び一般管理費への振替で

あります。

※２．固定資産除却損の内訳は、次のとおりであります。 ※２．固定資産除却損の内訳は、次のとおりであります。

建物  6百万円

構築物  0百万円

工具器具備品  0百万円

ソフトウェア 0百万円

計  8百万円

建物  0百万円

構築物  0百万円

工具器具備品  0百万円

計  1百万円

※３．減損損失

　当中間会計期間において、当社は以下の資産グループに

ついて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類
減損損失

（百万円）

 神奈川県 社宅用資産  借地権等  　   12

　静岡県 店舗用資産  建物等  　   23

 合　計  　　 36

 　当社は、キャッシュフローを生み出す最小単位として、

店舗用資産については店舗を基本単位として、また賃貸

用資産については物件を基本単位としてグルーピングし

ております。

  社宅用資産については、当中間会計期間末において売

却が予定されており売却損の発生が見込まれたため、当

該売却損計上予定価額を減損損失として特別損失に計上

いたしました。店舗用資産については、営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスであるため、資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

損失として特別損失に計上いたしました。

 　上記の主な資産に係る内訳は以下のとおりです。

勘定科目 金額（百万円）

 建物 18

 構築物 1

 工具器具備品 0

 借地権 11

 リース資産 4

 合　計 36

 　なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額ま

たは使用価値により測定しております。

 社宅用資産については正味売却価額を使用し、売却契約

価額に基づき評価しました。

  店舗用資産について使用した使用価値については、将

来キャッシュ・フローを5.9％で割引いて算定しておりま
す。

※３．減損損失

　当事業年度において、当社は以下の資産グループについ

て減損損失を計上しました。

場所 用途 種類
減損損失

（百万円）

　静岡県 店舗用資産  建物等 　20

 合　計 　20

 　当社は、キャッシュフローを生み出す最小単位として、

店舗用資産については店舗を基本単位としてグルーピン

グしております。

  店舗用資産については、営業活動から生じる損益が継

続してマイナスであり、将来のキャッシュフローもマイ

ナスが見込まれるため、帳簿価額の全額を減損損失とし

て特別損失に計上いたしました。

 　上記の主な資産に係る内訳は以下のとおりです。

勘定科目 金額（百万円）

 建物 18

 構築物 1

 工具器具備品 0

 リース資産 0

 合　計 20
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（株主資本等変動計算書関係）

　　前事業年度（自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 前期末株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数

発行済株式     

　普通株式 11,097,114株 11,097,114株 - 22,194,228株

合計 11,097,114株 11,097,114株 - 22,194,228株

自己株式     

　普通株式 62株 62株 - 124株

合計 62株 62株 - 124株

　　（注）平成18年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　該当事項はありません。

　　３．配当に関する事項

　　（1）配当金の支払

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成18年８月25日

定時株主総会
普通株式 310百万円 28円 平成18年5月31日 平成18年8月28日

　　　（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

　　　　　　 次のとおり、決議しております。

決議
株式の
種　類

配当の
原　資

配当金の
総　　額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成19年８月24日

定時株主総会
普通株式

利益

剰余金
　554百万円 　25円 平成19年5月31日 平成19年8月27日

　　当事業年度（自　平成19年６月１日　至　平成20年５月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 前期末株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数

発行済株式     

　普通株式 　22,194,228株 　- -　 　22,194,228株

合計 　22,194,228株 　- -　 　22,194,228株

自己株式     

　普通株式 　124株 　- -　 　124株

合計 　124株 　- -　 　124株

　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　該当事項はありません。

　　３．配当に関する事項

　　（1）配当金の支払

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成19年８月24日

定時株主総会
普通株式 　554百万円 　25円 平成19年5月31日 平成19年8月27日
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　　　（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

　　　　　　 次のとおり、決議しております。

決議
株式の
種　類

配当の
原　資

配当金の
総　　額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年８月22日

定時株主総会
普通株式

利益

剰余金
　710百万円 　32円 平成20年5月31日 平成20年8月25日

（キャッシュ・フロー計算書関係）

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成19年５月31日現在）

　現金及び預金勘定 10,304百万円

　現金及び現金同等物 10,304百万円

（平成20年５月31日現在）

　現金及び預金勘定  5,755百万円

　有価証券勘定  5,500百万円

　現金及び現金同等物 11,255百万円

※２. (有)京町薬局からの事業の譲受により増加した資産

の主な内訳

※２.　　　　　　　　　 ────

商品  7百万円

建物 17百万円

構築物 3百万円

工具器具備品 0百万円

のれん    50百万円

資産合計  80百万円
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（リース取引関係）

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

 
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額

（百万円）

 減損損失
累計額相
当額

（百万円）

期末残高
相当額
（百万円）

工具器具
備品

1,640 1,009 4 626

その他 292 114 - 178

合計 1,933 1,123 4 805

 
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額

（百万円）

 減損損失
累計額相
当額

（百万円）

期末残高
相当額
（百万円）

工具器具
備品

1,026 698 5 323

その他 288 172 -　 116

合計 1,315 870 5 439

２．未経過リース料期末残高相当額等 ２．未経過リース料期末残高相当額等

　　未経過リース料期末残高相当額 　　未経過リース料期末残高相当額

１年内   338 百万円

１年超   495 百万円

合計  834 百万円

１年内 214 百万円

１年超 247 百万円

合計 461 百万円

     リース資産減損勘定の残高　　　　　 3 百万円

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償

却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

     リース資産減損勘定の残高　　　　　 1 百万円

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償

却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

支払リース料   354 百万円

リース資産減損勘定の取崩額    1 百万円

減価償却費相当額   334 百万円

支払利息相当額

減損損失

  19 百万円

 4 百万円

支払リース料   334 百万円

リース資産減損勘定の取崩額 2 百万円

減価償却費相当額  317 百万円

支払利息相当額

減損損失

 14 百万円

 0 百万円

４．減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法によっております。

４．減価償却費相当額の算定方法

同左

５．利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額

を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息

法によっております。

５．利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

 ────
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（有価証券関係）

前事業年度（平成19年５月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 種類 取得原価（百万円）
貸借対照表計上額
（百万円）

差額（百万円）

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるも

の

(1)株式 22 40 17

(2)債券    

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3)その他 ― ― ―

小計 22 40 17

貸借対照表計上額が

取得原価を超えない

もの

(1)株式 0 0 △0

(2)債券    

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3)その他 ― ― ―

小計 0 0 △0

合計 23 41 17

２．当事業年度中に売却したその他有価証券（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）

　　　 該当事項はありません。

３．時価評価されていない主な有価証券の内容

 貸借対照表計上額（百万円）

（1）子会社株式 70

（2）その他有価証券  

　　　　非上場株式 20

　　　　その他 9

４．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額

 1年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

１．債券     

　(1)国債・地方債等 ― ― ― ―

　(2)社債 ― ― ― ―

　(3)その他 ― ― ― ―

２．その他 ― 9 ― ―

合計 ― 9  ―  ―

当事業年度（平成20年５月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの
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 種類 取得原価（百万円）
貸借対照表計上額
（百万円）

差額（百万円）

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるも

の

(1)株式 5 12 6

(2)債券    

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3)その他 ― ― ―

小計 5 12 6

貸借対照表計上額が

取得原価を超えない

もの

(1)株式 17 15 △2

(2)債券    

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3)その他 ― ― ―

小計 17 15 △2

合計 23 27 4

２．当事業年度中に売却したその他有価証券（自平成19年６月１日　至平成20年５月31日）

売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

2 1 ―

３．時価評価されていない主な有価証券の内容

 貸借対照表計上額（百万円）

（1）譲渡性預金 5,500

（2）子会社株式 70

（3）その他有価証券  

　　　　非上場株式 20

　　　　その他 8

４．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額

 1年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

１．債券     

　(1)国債・地方債等 ― ― ― ―

　(2)社債 ― ― ― ―

　(3)その他 ― ― ― ―

２．その他     

　(1)譲渡性預金 5,500 ― ― ―

　(2)その他 ― 8 ― ―

合計 5,500 8 ― ―

（デリバティブ取引関係）

　　前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）及び当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31

日）
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　　　当社は、デリバティブ取引を全く行なっておりませんので、該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　　当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用いたしております。

２．退職給付債務及びその内訳

 
前事業年度

（平成19年５月31日）
当事業年度

（平成20年５月31日）

(1)退職給付債務（百万円） △515 △611

(2)未積立退職給付債務（百万円） △515 △611

(3)未認識過去勤務債務（百万円） △8 0

(4)未認識数理計算上の差異（百万円） 35 27

(5)退職給付引当金（百万円） △487 △584

３．退職給付費用の内訳

 
前事業年度

（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

退職給付費用（百万円） 104 114

(1)勤務費用（百万円） 85 94

(2)利息費用（百万円） 11 13

(3)過去勤務債務の費用処理額（百万円） △8 △8

(4)数理計算上の差異の費用処理額（百万円） 15 14

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

 
前事業年度

（平成19年５月31日）
当事業年度

（平成20年５月31日）

(1)割引率 　 2.5％ 　 　 2.5％

(2)退職給付見込額の期間配分方法 　　期間定額基準 　　期間定額基準

(3)過去勤務債務の処理年数 発生年度より５年 発生年度より５年

(4)数理計算上の差異の処理年数 　　発生年度の翌期より５年 　　発生年度の翌期より５年

（ストック・オプション等関係）

前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）及び当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31

日）

　該当事項はありません。

【関連当事者との取引】

前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）及び当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31

日）

　該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

前事業年度
（平成19年５月31日）

当事業年度
（平成20年５月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

（単位：百万円） （単位：百万円）

繰延税金資産  

未払事業税否認 165

未払賞与否認 215

ポイントカード引当金否認 106

退職給付引当金否認 197

役員退職慰労引当金否認 114

投資有価証券評価損否認 12

その他 130

繰延税金資産計 943
  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △7

繰延税金負債計 △7

繰延税金資産（負債）の純額 936

繰延税金資産  

未払事業税否認 157

未払賞与否認 247

ポイントカード引当金否認 154

退職給付引当金否認 237

未払役員退職慰労金否認 124

投資有価証券評価損否認 12

その他 163

繰延税金資産計 1,097
  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △1

繰延税金負債計 △1

繰延税金資産（負債）の純額 1,096

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

（単位：％） （単位：％）

法定実効税率 40.6

（調整）  

留保金課税 3.0

住民税均等割 0.9

交際費 0.1

その他 1.0

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.6

法定実効税率 40.6

（調整）  

留保金課税 2.6

住民税均等割 1.4

交際費 0.1

その他 0.7

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.4

（持分法投資損益等）

　　前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）及び当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31

日）

　　　当社は、関連会社を有しておりませんので、該当事項はありません。

（継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況）

　　前事業年度（自平成18年６月１日　至平成19年５月31日）及び当事業年度（自平成19年６月１日　至平成20年５月31

日）

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

１株当たり純資産額     842円16銭

１株当たり当期純利益 165円80銭

１株当たり純資産額   1,008円86銭

１株当たり当期純利益 191円96銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　当社は、平成18年６月１日付で普通株式１株につき２　株

の株式分割を行っております。

　なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合

の前期の１株当たり情報については以下のとおりとなり

ます。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり純資産額    690円42銭

１株当たり当期純利益    112円01銭

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成18年６月１日
　至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
　至　平成20年５月31日）

当期純利益（百万円） 3,679 4,260

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―　

普通株式に係る当期純利益（百万円） 3,679 4,260

期中平均株式数（株） 22,194,104 22,194,104

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
─── ───

（重要な後発事象）

前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

───  （株式交換による株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングスの完全親会社化について）

　当社は、平成20年７月23日開催の当社取締役会におい

て、株式会社クリエイトエス・ディーホールディングス

を株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社とす

る株式交換を行うことを決議し、同日付で株式交換契約

を締結いたしました。

1．株式交換の相手会社

（1）会社名称　：株式会社クリエイトエス・ディー

ホールディングス

（2）事業内容　：有価証券の保有及び運用

（3）会社規模　：資本金　3百万円（平成20年７月　　

　　　　　　　　 23日現在）
 

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

52/63



前事業年度
（自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日）

当事業年度
（自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日）

 2．株式交換の目的

　当社は強固な地盤である神奈川県を中心に関東・東海

圏に出店エリアを拡大し、店舗展開を推進しております

が、今後更なるドミナントの強化と成長戦略の実現及び

急速な市場環境の変化に対応すべく、経営における意思

決定の迅速化やＭ＆Ａを活用した経営戦略が有効と判

断し、そのための体制として持株会社体制への移行を決

定いたしました。

3．株式交換の方法

（1）株式交換の日程

　　 平成20年７月23日　株式交換契約書承認取締役会

　　 平成20年７月23日　株式交換契約書の締結

　　 平成20年８月22日　株式会社クリエイトエス・

　　 ディーにおける株式交換契約書承認株主総会

　　 平成20年12月31日までに株式会社クリエイト

　　 エス・ディーホールディングスにおける株式　

　　 交換契約書承認株主総会

　　 平成21年３月１日　株式交換期日（効力発生日）

　　 平成21年３月１日　株券交付日　　 

（2）株式交換比率

　

株式会社クリエイ

トエス・ディー

ホールディングス

（完全親会社）

株式会社クリエイ

トエス・ディー

（完全子会社）

　株式交換比率 1 1

①株式の割当比率

　当社の普通株式１株につき株式会社クリエイトエス

・ディーホールディングスの普通株式１株を交付いた

します。但し、株式会社クリエイトエス・ディーホール

ディングスの所有する当社の普通株式に対しては、株

式会社クリエイトエス・ディーホールディングスの普

通株式を割当交付いたしません。

②株式交換比率の算定根拠

　当社が算定依頼した第三者機関である株式会社キャ

ピタル・ストラテジー・コンサルティングから提示さ

れた株式交換比率を参考に、当社と株式会社クリエイ

トエス・ディーホールディングスは株式交換比率につ

いて総合的な検討と協議をそれぞれ重ねた結果、結論

の交換比率といたしました。

③第三者機関による算定結果、算定方法及び算定根拠

　株式会社キャピタル・ストラテジー・コンサルティ

ングは非上場会社である株式会社クリエイトエス・

ディーホールディングスについて、同社の諸資料に基

づき企業評価を行い、修正簿価純資産法を用いて株価

算定を行いました。また、上場会社である当社について

は市場株価法を用いて算定を行いました。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（百万円）

投資有価証

券

その他有

価証券

グレートアンドグランド㈱ 360 20

㈱横浜銀行 11,700 8

㈱アライドハーツ・ホールディングス 33,480 8

㈱カワチ薬品 1,800 5

大正製薬㈱ 1,100 2

㈱サンドラッグ 400 0

寺島薬局㈱ 1,000 0

㈱ＣＦＳコーポレーション 1,000 0

㈱マツモトキヨシ 200 0

㈱ココカラファインホールディングス 121 0

エスエス製薬㈱ 43 0

計 51,204 47

【その他】

種類及び銘柄 投資口数等（口）
貸借対照表計上額
（百万円）

有価証券
その他有

価証券

㈱横浜銀行譲渡性預金 － 3,500

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱譲渡性預金 － 2,000

小計 － 5,500

投資有価証

券

その他有

価証券

ＶＣクラブＳＳＭ投資事業 20 8

小計 20 8

計 － 5,508

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

54/63



【有形固定資産等明細表】

資産の種類
前期末残高
（百万円）

当期増加額
（百万円）

当期減少額
（百万円）

当期末残高
（百万円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

(百万円)

当期償却額
（百万円）

差引当期末残
高（百万円）

有形固定資産        

建物 5,294 1,027
58

(18)
6,263 2,147 465 4,116

構築物 876 114
4

(1)
986 509 108 476

車両運搬具 3 ― ― 3 3 0 0

工具器具備品 2,782 1,084
8

(0)
3,858 2,071 595 1,786

土地 1,334 ― ― 1,334 ― ― 1,334

有形固定資産計 10,290 2,227
71

(19)
12,447 4,732 1,170 7,714

無形固定資産        

のれん 327 ― ― 327 176 65 150

借地権 27 ― ― 27 ― ― 27

ソフトウェア 147 75 ― 222 96 28 126

電話加入権 27 0 ― 27 ― ― 27

無形固定資産計 529 75 ― 605 273 94 332

長期前払費用 750 423 68 1,105 115 42 989

繰延資産        

― ― ― ― ― ― ― ―

繰延資産計 ― ― ― ― ― ― ―

　（注）１．建物の当期増加額のうち主なものは、新設店舗等の建物取得196百万円並びに内装設備等取得793百万円であ

ります。

　　　　２．工具器具備品の増加額の主なものは、新設店舗の備品取得983百万円であります。

        ３．当期減少額欄の（　）内は、内書きで減損損失による減少額であります。

【社債明細表】

　　該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

区分
前期末残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 － － － －

１年以内に返済予定の長期借入金 46 51 3.25 －

１年以内に返済予定のリース債務 － － － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 197 146 3.25 平成23年12月

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） － － － －

その他の有利子負債 － － － －

合計 243 197 － －

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く）の貸借対照表日後５年間の１年毎の返済予定額は以下の

とおりであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 54 58 33 0

【引当金明細表】

区分
前期末残高
（百万円）

当期増加額
（百万円）

当期減少額
（目的使用）
（百万円）

当期減少額
（その他）
（百万円）

当期末残高
（百万円）

貸倒引当金 20 54 10 10 54

賞与引当金 69 79 69 ― 79

役員賞与引当金 70 102 70 ― 102

ポイントカード引当金 263 380 263 ― 380

閉鎖店舗損失引当金 30 ― 29 0 ―

役員退職慰労引当金 281 41 ― 322 ―

　（注）1.貸倒引当金の当期減少額（その他）は、貸倒損失見込額の減少等による目的外取崩額０百万と貸倒実績率による

洗替額10百万円であります。

　      2.閉鎖店舗損失引当金の当期減少額（その他）は、閉鎖店舗損失見込額の減少等による目的外取崩額であります。

　      3.役員退職慰労引当金制度は平成19年８月24日開催の定時株主総会決議により廃止しました。

　      4.役員退職慰労引当金の当期減少額（その他）は、貸借対照表の固定負債「その他」への振替307百万円及び執行

役員分の退職給付引当金への振替15百万円であります。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額（百万円）

現金 2,187

預金の種類  

当座預金 26

普通預金 3,542

小計 3,568

合計 5,755

②　売掛金

(イ)相手先別内訳

相手先 金額（百万円）

商品券（ビール券、お米券　他） 251

国民健康保険団体連合会 259

社会保険診療報酬支払基金 201

クレジット各社 522

その他 106

合計 1,341

(ロ）売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

前期繰越高
（百万円）

当期発生高
（百万円）

当期回収高
（百万円）

次期繰越高
（百万円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)
(C)

─────
(A) ＋ (B)

×100

(A) ＋ (D)
─────
２

──────
(B)

─────
366

1,046 15,151 14,856 1,341 91.7 28.8

　（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。

③　商品

品名 金額（百万円）

医薬品 3,147

化粧品 3,890

食料品 1,519

日用雑貨品 2,241

その他 985

合計 11,784

 　④　貯蔵品

区分 金額（百万円）

ポイント券・カード 81
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区分 金額（百万円）

その他 21

合計 102

⑤　長期貸付金

相手先 金額（百万円）

㈱とりせん 105

渡辺保男 92

小倉保 77

㈱一作商事 71

石田イネ子 71

その他 4,119

合計 4,538

⑥　敷金及び保証金

相手先 金額（百万円）

中山万吉 84

㈱エム・エフ・リース 75

日本流通産業㈱ 50

東京花王販売㈱ 40

㈱ワットマン 40

その他 3,381

合計 3,671

⑦　買掛金

相手先 金額（百万円）

㈱パルタック 2,790

㈱大木 1,767

三井食品㈱ 1,512

㈱あらた 905

サンキョーフーズ㈱ 735

その他 9,151

合計 16,861

（３）【その他】

　　　　　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ６月１日から５月31日まで　

定時株主総会 ８月中

基準日 ５月31日

株券の種類 100株券　1,000株券　10,000株券

剰余金の配当の基準日
11月30日

５月31日

１単元の株式数 100株

株式の名義書換え  

取扱場所
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　全国各支店

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　全国各支店

買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当会社の公告は、電子公告により行う。ただし、電子公告によることができな

い事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載して行

う。なお、電子公告は当社ホームページに掲載しており、そのアドレスは次の

とおりです。

http://www.create-sd.co.jp/

株主に対する特典 該当事項はありません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　　　当社は、親会社等はありません。

２【その他の参考情報】

　　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第24期）（自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日）平成19年８月27日関東財務局長に提出

 （2）半期報告書

　　　第25期中（自　平成19年６月１日　至　平成19年11月30日）平成20年２月25日関東財務局長に提出

 （3）有価証券報告書の訂正報告書

　　　事業年度（第24期）（自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日）平成20年３月21日関東財務局長に提出

 （4）臨時報告書

　　　金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第６号の２の規定に基づく

臨時報告書　平成20年７月24日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社クリエイトエス・ディー(E03426)

有価証券報告書

61/63



独立監査人の監査報告書

  平成１９年８月２４日

株式会社 クリエイトエス・ディー   

 取締役会　御中  

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 杉田　純　　　印

 業務執行社員  公認会計士 岩田　亘人　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社

クリエイトエス・ディーの平成18年６月１日から平成19年５月31日までの第24期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対

照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財

務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判

断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ク

リエイトエス・ディーの平成19年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　追記情報

　会計処理方法の変更に記載されているとおり、会社は、企業結合に係る企業会計及び企業結合会計基準及び事業分離等会

計基準に関する適用指針を適用しているため、当該企業会計基準により財務諸表を作成している。

　会計処理方法の変更に記載されているとおり、会社は、法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以降に取得した有形固

定資産の減価償却方法について、改正後の法人税法に基づく方法に変更した。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。
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独立監査人の監査報告書

  平成２０年８月２２日

株式会社 クリエイトエス・ディー   

 取締役会　御中  

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 杉田　純　　　印

 業務執行社員  公認会計士 岩田　亘人　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社クリエイトエス・ディーの平成19年６月１日から平成20年５月31日までの第25期事業年度の財務諸表、すなわ

ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を行った。こ

の財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財

務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判

断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ク

リエイトエス・ディーの平成20年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成20年７月23日開催の取締役会において、株式会社クリエイトエス

・ディーホールディングスを株式交換完全親会社、会社を株式交換完全子会社とする株式交換を行うことを決議し、同日

付で株式交換契約を締結している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。
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